
昭和 56 年一橋大学大学院社会学研究科博士課程単位取得退学。同年雇用職業総合研究
所（現、労働政策研究・研修機構）研究員。法政大学助教授、同大学教授、東京大学助
教授を経て、平成 23 年 4 月より現職。専門は人的資源管理。内閣府の男女共同参画会議
議員、ワーク・ライフ・バランス推進官民トップ会議委員など政府委員を多数務める。
著書として、『ワーク・ライフ・バランス：仕事と子育ての両立支援』（編著、ぎょうせい）、『職
場のワーク・ライフ・バランス』（共書、日経文庫）、『ワーク・ライフ・バランスと働き方改革』
（共編著、勁草書房）、『人材活用進化論』（日本経済新聞出版社）などがある。




